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数列 3 等比数列とその和 
184 
 aは等差数列 ba,,8 の中項だから， 82 += ba  82 -=\ ab  ・・・① 

 bは等比数列 36,, ba の中項だから， ab 362 =  ・・・② 

①，②より， ( ) aa 3682 2 =-  ( )( ) 01614 =--\ aa  
これと①から， ( ) ( ) ( )24,16,6,1, -=ba  

185 

 公比を r ，等比中項を aとすると，3 つの実数は ara
r
a ,,  ・・・① と表せる。 

 それらの積が 216 だから， 216=×× ara
r
a

より， 2163 =a  6=\a  ・・・② 

 それらの和が 19 であることと②より， 19666
=++ r

r
 

( )( ) 03223
=

--
\

r
rr  

 ゆえに，
2
3,

3
2

=r であり，①，②より，3 つの実数はいずれの r でも 9,6,4  

186 
等差数列と仮定すると，その一般項は ( ) 24214 -=+- nn と表せる。 

すると， 95424 =-n より， 239=n  

よって，954 はこの等差数列の第 239 項である。 

等比数列と仮定すると，その一般項は 142 -× n と表せる。 

すると， 95442 1 =× -n より， 4774 1 =-n  
ところが左辺は偶数，右辺は奇数だから，等号は成立しない。 

これは仮定と矛盾する。よって，等比数列ではない。 

以上より，この数列は等差数列であるが等比数列ではない。 
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 よって，数列{ }na は初項 4，公比
2
1
の等比数列である。 
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188 
 数列{ }na の公差を d，数列{ }nb の公比を r とすると， 

 ( )dnan 11 -+= ， 12 -= n
n rb より， ( ) 1211 -+-+= n

n rdnc  
 これと 20,11,6 432 === ccc より， 

 621 =++ rd  52 =+\ rd  ・・・① 

 11221 2 =++ rd  52 =+\ rd  ・・・② 

 20231 3 =++ rd  1923 3 =+\ rd  ・・・③ 
 よって，①，②，③の連立方程式の解を求めることで，数列{ }nc の一般項が得られる。 

 そこで，まず①と②の連立方程式の解を求めると， 

②－①より， 022 =- rr  ( ) 02 =-\ rr  

 0¹r より， 2=r  

 これと①より， 1=d  
 これらは③を満たすから，①，②，③の連立方程式の解は 2,1 == rd である。 

 よって， nc n
n += 2  

189 

ポイント：公比 r の等比数列{ }na の第m項から第 n項までの和は，
r
aa nm

-
- +

1
1  

(1) 

 等比数列を{ }na とすると， ( ) 1
1 2 --×= n

n aa  

 初項から第 10 項までの和は ( )21
111

--
- aa

で与えられるから， 
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 よって， 1023
3

1023 1 -=
- a

 31 =\a  

(2) 

 等比数列を{ }na の公比を r とすると， 1
1

-= n
n raa  

 条件より， 61 =ra  ・・・① 212
111 =++ raraa  ・・・② 

 
①

②
より，

2
71 2

=
++
r
rr  

両辺を r2 倍し，整理すると， ( )( ) 0212 =-- rr  2,
2
1

=\r  

 これと①より， ( ) ( )2,3,
2
1,12,1 ÷
ø
ö

ç
è
æ=ra  
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解説 

等比数列の和の公式とその導き方 

等比数列 1-= n
n ara の初項から第n項までの和を nS とすると， 

r
aaS n

n -
-

= +

1
11  

あるいは 

( )
r
raS
n

n -
-

=
1
1  

導き方 1：階差数列を利用 
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導き方 2：級数（数列の和）を利用 
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r
aa

S n
n -

-
= +

1
11 は，

( )
r
raS
n

n -
-

=
1
1

より使い勝手が良い 

r
aaS n

n -
-

= +

1
11 が意味するのは， 

「等比数列の第 1 項から第 n項までの和は，
( )
r
n

-
+-

1
11 項の値第項の値第

で与えられる」 

ということだから， 

等比数列の第 x項から第 y項までの和を求める際に，即座に
r
aa yx

-

- +

1
1
と反応できる。 

実際，第 x項から第 y項までの和は， 
「初項から第 y項までの和 yS －初項から第 ( )1-x 項までの和 1-xS 」だから， 

それで確かめてみると， 
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( )
r
raS
n
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-

=
1
1

の公式の場合， 

nr-1 の 1 は，第 1 項の 10 =r の意味であるが，その意味が見えにくくなっているため，

上のように，即座に反応しにくい。 

 
( )

r
rraS
n

n -
-

=
1

0
としても，つらいかな・・・。 
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190 
等比数列を{ }na ，公比を r とすると， 

(1) 略解 
 211 -=+ raa  ・・・① 

 83
1

2
1 -=+ rara  ・・・② 

 
①

②
より，

( ) 4
1

12
=

+
+
r
rr

 2±=\r  

 これと①より， ( ) ( )2,2,2,
3
2,1 -÷

ø
ö

ç
è
æ-=ra  

(2) 略解 

( ) 31 2
1 =++ rra  ・・・① 

 ( ) 24543
1 -=++ rrra  ・・・② 

 
①

②
より，

( ) 8
1

1
2

23
-=

++
++
rr
rrr

 2-=\r  

 これと①より， 11 =a  

 以上より， ( ) ( )2,1,1 -=ra  

191 

 数列を{ }na とすると， 13 -= n
na  

 よって，初めて 100 より大きくなる nは 1003 1 >-n を満たす最小の自然数であり， 

 54 31003 << より， 51 =-n  6=\n  
 ゆえに，数列{ }na が初めて 100 より大きくなるのは第 6 項である。 

 数列{ }na の初項から第 n項までの和を nS とすると， ( )13
2
1

13
13

-=
-
-

= n
n

nS  

 よって， nS が初めて 1000 より大きくなる nは ( ) 100013
2
1

>-n を， 

すなわち 20013 >n を満たす最小の自然数であり， 76 320013 << より， 7=n  
 ゆえに，初項から第 n項までの和が初めて 1000 より大きくなるのは第 7 項である。 

192 

 初項から第 n項までの和を nS とすると， 13
13

232
-=

-
-×

= n
n

nS  

 よって， 1000013 >-n より， 100013 >n  100003 >\ n  

ここで， 100003 >n について，10 を底とする対数をとると， 

43log10 >n より， 38.8
4771.0
4

»>n   

よって， 100003 >n を満たす最小の自然数 nは 9 であり， 

これと 98 3100013 << より，初項から第 9 項までの和が初めて 10000 より大きくなる。 
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(1) 

 3280
2

13
13

133331
817

72 =
-

=
-
-

=++++
+

  

(2) 

 

( )( )

48400
400121

17
17

13
13777133331

1314
32432

=
×=

-
-

×
-
-

=+++++++
++

　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　  

(3) 

 35 32864 ×= だから， 

 

( )( )

2520
4063

13
13

12
1233312221

1315
3252

=
×=

-
-

×
-
-

=+++++++
++

　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　



 

194 

 
( )

12
12

122221
11

12 -=
-

-
=++++=

+-
- n

n
nS   ( )nnnS 12 -=\  

 

( ) ( ) ( )
2

1
1

2
11

12 2212221
-

-×
-+

- =×=××××=
nnnn

nP   ( )12 2 -=\ nnP  

 

( )

÷
ø
ö

ç
è
æ -=

-

÷
ø
ö

ç
è
æ-

=÷
ø
ö

ç
è
æ++÷

ø
ö

ç
è
æ++=

+-

-

n

n

n

T
2
112

2
11

2
11

2
1

2
1

2
11

11

12

  
n

n
nnT ÷

ø
ö

ç
è
æ -=\

2
112  

 

( )

( )

( )
n

nn

n

n
n

n

n

nn

n

n
n

n

n
nnnn

S

TP

=

-=

þ
ý
ü

î
í
ì

÷
ø
ö

ç
è
æ -=

÷
ø
ö

ç
è
æ -=

÷
ø
ö

ç
è
æ -=

÷
ø
ö

ç
è
æ -=\ -

　　　　

　　　　

　　　　

　　　　

　　　　

12

2
112

2
112

2
112

2
1122

2

12

 

 

 



4STEP 数学 B（新課程）を解いてみた                  http://toitemita.sakura.ne.jp 

7 

195 
 等差数列の公差を dとすると， dabdawdau 4,3, +=+=+=  

ただし， ba <<0 より， 0>d  

 等比数列の公比を r とすると， 43 ,, arbarzarx ===  

ただし， ba <<0 より， 1>r  

また，これより， 44 arda =+  
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196 

 第 1 年度末は 10060006.110000 =× 円だから， 

 第 n年度末には 1006.110060 -× n 円になる。 
 よって，  
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 ゆえに，103282 円 
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 07.1=p ， 610=a 円，年末の返済金額を x円とすると， 
 2012 年 12 月 31 日の返済後の借金残高は xpa -  

 2013 年 12 月 31 日の返済後の借金残高は ( ) xpxapxxpap --=-- 2  

 2014 年 12 月 31 日の返済後の借金残高は ( ) xpxxpapxxpxapp ---=--- 232  

 2014 年 12 月 31 日の返済後の借金残高は 0 だから， 

023 =--- xpxxpap より， ( )xppap 23 1 ++=  x
p
pap ×
-
-

=\
1
13

3  

 ゆえに， 
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 結局， ( )xppap 23 1 ++= より， 
 借りた金の3年後の元利合計＝毎年年末に x円ずつ年利率 pの複利で3年積み立てた金額 


